3.13.平成23年度「創成プロジェクト」報告 by 扇谷 保彦





実施時期  平成23年4月～平成24年1月：集中講義 
 

















第 1回 山下先生 ＜発明への道筋＞についての講演 
 産学官連携プロジェクト実習と共通の講義 
第 2回 矢澤先生 ＜アイデアは無形の財産＞についての講演 
 産学官連携プロジェクト実習と共通の講義 
第 3回 田下先生 ＜チームで働く力＞についての講演 
 産学官連携プロジェクト実習と共通の講義 




を整理する手法として KJ 法の演習を実施．  
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作品Ⅰ 3.05 3.54 3.53 3.22
作品Ⅱ 3.16 3.77 3.76 3.32

























































































































































































 (7) 成果（作品）をコンテスト形式で競うことに対する評価・感想 
A. よいと思う．作品をただ作ってそれでお終いじゃあ，モチベーションも上がらない．仲
間とコンテスト入賞を目指し，一致団結することもプロジェクトの楽しさの１つである
と思う．また，他大学の学生や先生方と触れ合うよい機会になるし，今後の人生によい
刺激を与えると思う． 
B. コンテスト形式は有意義であると思う．今でも悔しいので機会があればリベンジしたい．
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次への原動力になると思う．他大学のチームには，自分たちでは出せなかったアイディ
アを実現させているところもあり，刺激になった． 
C. とても敗北感を味わった．しかしそれ以上に他大学や他の参加者は努力したのだと思う．
他がわからなければ，自分たちの状況もわからなかったのでよいと思う． 
D. コンセプトを相手にプレゼンして伝えるという点で良かったと思う．いくら頑張っても
プレゼンがだめであると伝わらないし，逆にしっかり練り上げたものをプレゼンするこ
とで良いものが生まれるということを学んだ． 
E. もし，中間的に皆の進度や完成度の報告があればいいなあと思う．レベルが全然違う．
自分たちが作ったものがおもちゃみたい． 
F. コンテスト形式で，他大学で誰がどんなものを作ってくるかも知らない，全く未知とい
える相手と戦う感じでわくわくした．勝ったら誇りに思うし，負けてもすごいものを見
ることができる．参加するだけでも大いなる得を得られると思う．３大学だけでなくも
っと参加者が増えればもっと楽しめると思う． 
G. 作品をコンテスト形式で競うことに関しては，私たちはずっと緊張感を持てる．その緊
張感を持ったらものづくりの効率は良くなると思う．自分の作品は，他大学からどんな
評価をされるかで自分の不足点がわかる． 
 
(8) ものづくりのコツを感じたり，習得することができたかという質問への回答 
A. 今回のプロジェクトはものづくりをしていく上でとても勉強になることばかりだった．
今まで知らなかった知識を得ることもできたし，自分の持っている知識を実際に用いる
ことで普段受けている座学の重要性も身にしみて分かり，勉強意欲も高まった． 
B. ものづくりのコツは，チームで親しくなることであると思った．「３人寄れば文殊の知恵」
を実感できた．知識不足や考えの浅さもわかったので，嫌いではあるが勉強しないとい
けないと思った． 
C. 他のメンバーとの意思疎通を学べた．メンバーが持ち寄った様々なアイディアで作品の
ロボットはできていると思う．リーダーシップを取る者，マネージャー役，雰囲気を良
くしてくれる人など様々な役割を分担し，色々な角度から物事を見て作業を進めること
がとてもおもしろかった． 
D. 皆が集まって時間を共有して一つのことを考えること，煮詰った時はいろいろな意見を
聞くこと，この二つがモノづくりのコツであると思った．実際，モノづくりをする職業
に就いたら皆との協力は不可欠であると思う．しかし，一人一人がある程度の知識を持
っていることも必要であるので，これから私は学生生活で座学や研究にもっと身を入れ
ようと思う．同時に来年度も何か皆でものが作れたら良いなと思った． 
E. 「簡単，簡単」と（十分な考察をせずに）口を出さないこと．言うのは簡単．やるのは
困難．勉強意欲が高まったと思う． 
F. 今回の活動に参加してものを作るために必要なもの（アイディア，設計，正確さ，チー
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ムワーク，部品，ソフト）と順番（アイディア⇒設計⇒検証⇒設計⇒部品⇒組立⇒実験
⇒設計⇒検証⇒・・・）がわかった．ものをつくるのがどれだけ大変なことか，その楽
しさを体験できた．これからの勉強や将来の仕事にとってきっといい経験になると思う．
工学ってやはりやり甲斐のある学問だと思った． 
 
(9) 自由記述欄 
A. 創成プロジェクトはとてもためになる講義だった．今までに体験したことのない貴重な
体験を積むことができるし，仲間と協力し合うことの大切さやものづくりのおもしろさ
や難しさを実感することもできる．必修にして，皆やればよいと思った． 
B. テーマを決めるのに一年のほぼ全てを費やしたので，この部分をどうにか短縮できない
ものかと思った． 
C. 少し惜しかったのが時間の制約だった．もっと早くからきちんと意見を出し合い，皆が
リーダーシップを取れるようになればよかったのではとも思った．それか，少しずつで
もよいので（製作を）始めてみるとか，方法はいろいろあったと思うが，自分に関して
言えば，気合が足りなかったと深く反省している．腹をくくってどんどん進めていけば
よかったと思った．もっと自分を高めなければ！ そんな授業だった．大変楽しかった．
これからも皆さんよろしくお願いします． 
D. アイディアを決めてそれを練り上げてイメージに起こすことがとても難しかった．最初
に行う個人プレゼンが，協力者を引き込むために結構重要であると思った．自分は失敗
したが，いろいろなアイディアを聞くことができておもしろかった． 
F. 創成プロジェクトは普通の授業より得られるものが多いので，学校からもっと力を入れ
てほしい． 
 
担当教員としての総括 
 ３大学学生ものづくり・アイディア展に出展された創成プロジェクト受講者チームの作
品の評価は，全作品の評価平均より若干低くなった．これは評価結果の箇所で述べたよう
に，アイディアの着眼点や独創性をプレゼンテーション等で十分にアピールできなかった
ことや作品の完成度が低かったことに起因していると思われる．しかし，受講者は不完全
ながらも自分たちのアイディアを具体的な形にしたこと，受講者の多くがものづくりに主
体的に取り組むことにより，「ものづくりの難しさや楽しさを学ぶとともに工学を学ぶこと
の意欲が高まった」，「チームで作業を進める場合のコミュニケーションの重要性を実感し
た」，「可能であれば作品の製作に再挑戦したい」などと述べていること，受講者の授業に
対する満足度が高いことから，創成プロジェクトの目的はある程度達成されたと考えられ
る． 
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